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さ
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賠
分
村
問
題
解

決
か
 

廿
二
回
 
自
治
鷹
で

四

者
曾

談
 

吉
浦
自
治
鷹

振
興
課
長
は

梅
田
，

巾
泉
の
分
村

問
題

の
賓
情
調
責

の
た
め
去
る
十

五
日
来
懸
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小
笠
原
懸
地

方
課
長
を
伴

い
、
醜
田

町
と
五
所

川
原
市
の
理
事
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か
ら

そ
れ
ぞ
れ
事
情

を
聴
取
し
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車

ら
に
梅
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泉
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ら
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あ
り
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懸
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憾
で
あ

る
こ
と
、
鶴
田
町
が

法
の
命

ず
る

と
こ
ろ
に

よ
り
住
民
投
票

を
行
わ
な
い
場
合

は
轟
の
代
執
行
で

住
民
の
意
志

を
問

5
以
外
方
法
は

な
い
こ

と
 

等
相
当
思

い
切
つ
た
費
言
を
し

て
い
る
の

で
、
結
局
こ

の
観
点

に

立
つ

て
解
決
へ
の
途
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に

よ
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、
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支

抄
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切
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す
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鳴
ィ

一
、
公
売
代

金
の
納
付
、

九
月
三
十
日

迄
に

納
付

す
る
こ

と
 
で
 

】
、
物
件

の
引
渡

又
は
犠
利

の
移
博
、

公
売
代
金
の
納
付
后

と
す
ン
 

ー
、
そ
の
他
、

地
積
及
び
建
坪
は

公
簿
に

よ
る
、

詳
細

は
税
務
課
警
 

問
合

せ
の
こ
と
 

『
 J
 

365 .200 

843.750  
773. 500 

5 籍畿,繊夢縄帯番曹黒葦の3 

1 果続葺平家建」驚為磐番号。1番の2 	117,000  

2 霧懸叫鷲畿1静麟20番の‘号 162.000 

3 瓢ま葺2階建 7雲姦籍繋醤の4号 

4 籍畿藤響製鷲勤鷲番号17番 

1 

1 

1 

琴、所慮石覇薫轟な轟地85)価格 425.0器） 
2 同 宇 貫嬬器歩’現呪宅地巽坪） 翌5.000 

同 与 7番の7 

3 鶏麟嬬盗g農 13904L7o 	 419.250 

4 早胃纏4:4 	競のb 	53.880 
5 五所川原市宇布屋靴麟Ii 	 468.660 

馬古編姦縄鷺驚業瀞の1 	375.000  

7 鶏無男20O)2 物壇I棟姦鷲宅） 	14.000  
8  麗纏縄喫駿32親番号57番 	た4.840  

9 瀞U霜農覆是鷺も鶴鷲25!Q) 81 .000 

10 籍農韓響慧繋影2犀屋l番の。 	48.000 
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F
 

津
軽
考
古
学
会
長
 

の
 

1
1
 

起
 
誘
 

神

山
館
 
葉
弾
正

の
食
客
と
な
つ
た
。
其
 

包
 

Iつ
 

‘
ピ
コ
ニ
F
大
 
、
 
の子
小
右
工

門
は
三
代
の
藩
主
 

高
楯
城

に
楯
範
る

こ
と

1
ー
ケ
 

飯
詰
の
健
児
三
百
余
人
を
以
て

飯
詰
の
健
児
三
百
余
人
を
以
て
 

矢
は
う

つ
ぼ
、

刀
は
覇
 

に

納
ま

り
て
、
弓
矢

は
更

に
、
 

浪
岡
の
里
 

と
大
浦
勢
（
為
信
公
）
に
笑
わ
れ

た
。
然
る

に
独
り
高
楯

城
主
朝

日
左
衛
門
尉

藤
原
行

安
は
余
り

馬
鹿
に
す
る
も
ん
じ

や
な

い
、
 

浪
岡
家

に
も
骨
節
の
固

い
男
が

あ
る
ぞ
、
さ

ァ
来
い
、
来
れ
と
 

開
拓
奉
行
を
命
ぜ
ら

れ
、
寛
女

よ
り
虻
禄

に
か
け
て

五
所
川
原

新
田
十
五
ケ
村
、

金
木
新

田
十

八
ケ
村
を
切
り
拓
い
た

大
功
労

者
で
あ
る
の

だ
。
其
の
子
孫

神

山
済
見

は
函
舘
市

中
島
町

に
現

住
し

c
居
る
。
 

因

に
大
規
槙
た

り
し
館
比

は
．
 

殆
ん
ど
宅
地

や
畑
地

と
な
り
、
 

今
や
葛
西
権
十

郎
の
屋
散

の
一

角
に
、
鳴
毎
累
代
の
墓
地
と

土

畳
が
僅

か
存
す
る

の
み
で
、

昔

の
面
影
を

偲
ぷ
事
は
出
来

な
い

が
、
此
所
へ

開
拓
功
労
者
と
し

て
鳴
毎
勘
兵
ェ
、

藤
原
清
方

氏

の
頭
功
碑
を
建
設
し

て
、
観
光

地
帯

の

ー
ッ
の
名
所
と
す
る
も
 

の
陶
土
を
原

料
と
す

る
陶
器
五

所
焼
を
市
の
新

興
産
業
と
し

て

普
及
し

た

い
、
と
三
重
県

四
日

市
か
ら
招
鵬
し

た
水
谷
碧
草

機

師
匠
が
、
近
く
退
五
す
る
の
で

の
機
会

に
市
内
小
中
学
校

の
図

こ
工
の
先
生
達
に
、

陶
器
の
出

来
る
ま
で

の
理
論

と
実
際
を

指

導
し
た

い
と
、
」
＋
日
市
議
会

級
事
堂
に
約

三
十
名
の

先
生
達

を
集
め
講
習
を
行
つ
た
、

土
遊

び
の
麟
習

だ
け
に
日
頃
譲
厳

な

先
生
唾
も
こ

の
日
ぱ
か

り
は
童

心
に
返
つ

て
お
師
匠
さ

ん
に
質

間
攻
め
、
思
い
I
、
の
形
の
陶

器
を
造
つ
て
こ
の

日

一
日
を
有

意
義
に
送
つ
た
、

先
生
徒
達
は

こ
の
新
知
識
を
生

達
に
伝
授
し

将
来
五
所
山
原
陶
器
産
業

開
発

へ
の
足
掛
り

に
す
る
と
い
う
 

（
写
真
は
意

風
景
）
 

観

光
地

帯
映
画

に

市
望
？
協
会
で
は
市
役
所
が
新

ら
し
く
設
定
し
た
神
山
か
ら
飯

詰
ま
で
の
観
光
ル
ー
ト
を
十

大

ミ
・
十
巻
に
収
め
広
く
宜
伝

に

乗
り
出
す

事
に
な
つ
た
 
 

亦
意
義
あ
る
で
あ
ろ

う
 

長
 
者
 

盛
 

畏
者
盛

は
昔
は
岩
城
と
称
し
、
 

頂
上

の
中
央
か
ら
堀
を
以
て
南

北
に
区

切
り
、
南
方
の
部
は
鉢

巻
形
に
相

当
な
堀

を
廻
ら
し

て

い
る
。
 天
正

の
昔
忠
八
と
い
う

大
酋
長
の

居
つ
た
所
で
あ
る
．
 

政
詰
村
沢
六

に
キ
ナ
と
い

う
精

麗
た
娘
が

あ
つ
た
 

忠
八
は
富
豪
を
鼻
に
か

け
、
身

分
を
顧
み
ず
沢
大

に
縁
談
を
申

込
ん
だ
。
如
何
に
長
者
と
は
い

え

7
イ
ヌ
に
は
く
れ
ぬ
と
断
つ

た
。
所
が
忠
八

は
之
を
見
せ
た

な
ら
吃
度
ウ
ン

と
い
う
だ
ろ
う

と
，
結
納
物
を
馬
十
匹
に
満
敵

し
で
遣
わ
し
た
が
、
そ
れ
で
も

ウ
ン
と
承
知
し
な
か

つ
だ
『》
そ

れ
が
悪
い

と
い
つ
て
沢
大
親
子

を
殺

し
て

L
ま
つ
た
り

ニ
ん
な

乱
暴
な
奴
で

あ
る
か
ら

高
楯
城

主
朝
日
左

衛
門
尉

は
親
ら
之
を

肘
た

ん
と
し
た
が

プ
ィ
ヌ
を
椙

手
に
す
る
は
お
と
な
し

く
な
い

と
思

つ
て
、
喜
良
市
の
大

首
長

八
重

に
命
じ
て
之
を
討
た
し

め

た
。

八
重

は
女
の
酋
畏
で

は
あ

る
が
、
戦
は
上
手
で
●
ツ
タ

ー
 

戦
で
之
を
亡
し

て
し
ま

つ
た
と

い
、
伝
説
の
あ
る

所
で
あ

る

高
 

楯
 
城
 

天
正

大
年
浪
岡
落
城
す
る

や
，
 

部
下

の
大
釈
迦
、

原
‘ナ
、
神
山

な
ど

の
館
主
は
、
或
は
降
声
し
 
 

寓
 
興

》
素
晴
ら
し

い
落
水
美

を
誇
る
大
十
余
尺
の

千
代

ノ
滝

と
、
飯
話
の

中
谷
氏

（
市
員
商

課
青
）

が
所
蔵
の
古
女
書

【
こ

れ
は
相
当
の
年

代
を
経
た
も

の

ら
し
く
、
紙
の

L
下
が
千
切
れ

女
宇
は
線
形
文

宇
と
覚
し

く
、
 

中
に
は
γ
ジ
ャ
大
陸
と
日

本
を

含
め
た
大

鳥
敢
図
も

あ
り
長
者

森
古
墳
を
実

証
す
る
貴

重
な
も

の
と
見
ら
れ
る
 

年
、
其
の
間
常
勝
軍
の
大

浦
勢

の
討
手
を
破
ぶ

る
こ
と
再
三
、
 

浪
岡
家
の
た
め
万
丈
の
気
を

吐

い
た
が
、
天
正

r
大
年
大
月
遂

に
刀
折
れ
矢

重
き
て
、

主
従
城

を
枕
に
討
死
し
た
歴
史
的
名

城

で
あ
る
 

因

に
下
古
川
中
野
万
右

工
門
氏

は
其
の
後
商
で
、

木
造
の
実
相

寺
は
、
奥
方
が
下

古
川
に
建

立

し
た
法
華
庵
の
後
身
で

あ
る
、
 

以
上
三
ケ
所

は
筆
者

の
調
査
範

囲
内
で
あ
る
が
其

の
遺
陵
物
等

に
つ
い
て
は
、
造
詣
の
深
い
副

会
長
秋
元
省
三
氏
に
譲
る
こ

と

に
し
た
 

尚
発
珠
山
一
帯
に
亘
る

修
験
道

の
盛
で
あ
つ
た
千

坊
時
代
の
遺

蹟
を
、
斯
界

の
権
威
者
中
道
先

生
等
に
調
査
し

て
も
ろ

5
な
ら

必
ら
ず
や
観
光
地
帯
を
飾
る

大

史
実
が
発
見
さ

れ
る
で
あ
ろ

う
 
 し

た
滝
は
早
々
に
切
あ
げ
て
、
 

話
に
聞

え
た
古
壇
の
も
り
の
あ

る
所

へ
行
つ
て
み

た
。
 

地

点
は

馬
の
神
山
の

西
南

約

一
粁
北
に
清
水
の
わ
く
池
．
 

約

一一
町
歩
の
平
坦
地
を
も

つ
た

小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
、
古
墳

と
思
わ
れ
る
も
り
を
十
五
迄
発

見
し
た
。
 こ
の
も
り
の

ー
つ
に

は
、
ひ
ば
の
切
か

ふ
が
あ
り
、
 

こ
れ
の
大
き
さ

等
か
ら
、

少
く

と
も
七
、
八
百
年
以
前
の
も
の

だ
と
云
う
こ

と
は
明
瞭
で
あ

る

何
れ
我

●
の
手
に
お
え
る
も
の

で
は
な
く
大
学
等
に
依

頼

L
て

発
堀
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
 

こ
の
古
墳
が
市
の
観
光
地
の

一

端
を
荷
な
う
よ
5
祈
り
な
が
ら

需
途
に
つ
い

た
 

今
月
の
視
金
 

固
定
資
産
税
 

三
期
分

法
人

の
市
民
税
の
う
ち
昭

和
三
十
一
年
七
月
中
に
事

業
年
度
の
終
了
し
た
法
人

は
、
法
人
税
割
と
均
等
割

の
申
告
を
し

て
九
月
三
十

日
ま
で

に
納
付
し

て
下
さ

い
 

法
人
税
割
（
法
人
税
額

の

百
分
の
九
、
七
）
 

均
等

割

（
四
月
か
ら

七

月
ま
で
大
大
〇
円
）
 

△
市
税
は
納
期
を
過
ぎ

る

と
す
ぐ
督
促
状
を
発
付

し
、
延
濡
金

（
百
円
に

つ
き

一
日
三
銭
）
や

督

促
手
数
料
（
一
通
一
一
十

円
）
を
徴
収
さ
れ
ま
す

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

付
す

る
よ
っ
に
し
て
下

さ

い
 

差
押
物
件

の
競
売
 

市
役
所
で
は
市
税
の
滞
納
者
に

対
し
督
促
状
や
催
告
状
で

再
三

督
促
し
、

な
お
誠
意

の
な
い
入

に
は
や
む
な
く
滞
納
処
分
を
実

施
し

て
お
り
ま
す
、
今
度

こ
の

差
押
し
た
人
の
う

ち
差
岬
后

に

税
金
を
納
付
し

て
い
な
い
人
に
 

ー
は
甚
た
遺
略
で

は
あ
り
ま
す

が

差
押
財
産
の
引
上

や
、
別
項
o
 

公
売
公
告
の
よ
う
に
競
売
を
開

一
始
し
ま
ナ

か
ら
今
ま
で

に
差
押

一を
う
け
て
市
税
を
完
納
し

て
い

な
い
人
は
オ
至
急
納
付
し
て
下
一

さ
戸
 

《
 
一
 

外

国
人
の

方
へ

昭
和
二
＋

九
年
に
新
規
登
録
又

は
登
録
証
明
書
の
切
替
申
請
を

し
た
方

は
そ
の
申
請
を
し

た
日

か
ら
一
一
年
目
（
昭
和
三
十

一
年
 

）
 に
相
当
す
る

日
の
前
三

十
日

以
内
に
、

居
住
地

の
市
区
町
村

役
場
に
登

録
証
明
書
の
切

替
交

付
の
申
請
を
し

て
下
さ

い
（
執

務
時
間
以
外

の
申
謂
は
受
理
し

ま
せ
ん
）
十

四
才
以
上

の
方
は

早
目
に
写
真
〔
名
刺
型

三
枚
）
 

を
用
意
す
る
こ

と
尚
お
写

真
及
 
 び

切
替
の
件

に
つ
い
て

は
当
市

役
所
外
国
人
登

録
係
へ
御
相
談

下
さ

い
 

住
 
民
 
登
 
録

に
 
つ
 

い
 
て

昭
和
三

十

一
年
五
月
十
五

日
付

を
以
つ
て
昔
様

の
御
家
庭
を
訪

問
し
調
査
致
し
ま
し
た
が

そ
の

後
生
所
が
変
つ

て
も
ま

だ
届
出

な
い
方
が
あ
る
よ
う

で
す
か
ら

左
記
に
該
当
す
る
か

た
は
至
急

当
市
役
所
（
支
所
）
住
民
登
録

係
へ
届
出
下
さ

い
 

記
 

一
、
転
入
届
 

り
当
市
内
に
年
断
 

来
た
人
 

一
 

一
、
転
居
届
 

所
を
変
更
し

た
人
 

一
、
変
更
届
 

住
民
一
 

載
し

た
事
項
に
変
更
を
4
 

時
 

此
の
や
う

な
場
合
に

は
子
 

四
日
以
内

に
当
市
役
所
住
 

録
係

へ
届
出
下

さ
る
や
‘
 

ま
す
尚
お
正
当
な
る

理
 

期
間
内

に
届
出
な

い
者
 

に
処
さ
れ
ま
す
 

大

t
 

五
一
四
年
前
マ

南
部
義
政
不
意
に
十
三
の

福
島

城
を
襲
う

て
之
を
乗
取
り
、

城

主
安
東
盛

季
松
前
へ

奔
る
や
，
 

南
部
氏
は
北
方
の
押
と
し

て
神

山
に
大
規
模
の
関

所
兼
用
の
舘

を
築
き
、

鳴
海
左
京
亮
を
遣

わ

し
て
之
を
守
ら
し

む
 

其
の
後
神

山
や
飯
詰
等

は
浪
岡

北
畠
家
の
支
配
と

な
つ
た
が
、
 

天
正
大

年
七
月
（
三
七
八
年
前
）
 

浪
岡
落
城
す
る
や
，

当
時
の
守

将
神

山
（
本
姓
鳴
海
）
左
京
助
 

繁
 

わ
ず
し

て
出
 
し

た
の
 

「
五
所
焼
」
普

及
へ
の
足
場
 

先
生
達
の
陶
器
製

作
講
習
 

古

墳

地
帯
踏
破
記
 

五
所
川
原
市
役
所
総
務
課
 
佐
 
◆
 
木
喜

郎
 

妥
喬
地
区

若
山

と
．
馬
の
一
 
竜
ま
北

に
向
い
て

お
り
、
 

神
山
の
中
間

に
、
滝
な
ら
び
に
 
高
さ
は
七
、
八
十
尺
、
北
の
方

古
墳
ら
し

い
も
の
が
あ

る
と
い
「
が
、
三
十
度
位
の
斜

面
に
な
つ

う
話
を
聞
い
て
、

市
ひ
所
総
務
 
て
お
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
角
史

誤
堀
内
，
 
二
P

，
山
谷
，

佐

A
一
か
ら
滝
の
観
賞
が
で

き
て
、
欧

木
C
一
行
が
九
月
十
八

日
午
前
 
浅
皇
つ
櫨
に
也

と
し
て
土
打
勺

五
時
出
発
 
現

地
へ
行
つ

て
み
 
最
高
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
よ

た
。
我
々

は
こ
れ

に
よ
つ
工
，
一
う
o
そ
D
上
、
竜

D
士
し
ド
鳳

市
り
観
光
地
と
し

て
の
価
恒
が
 
い
岩
で
、
竜
つ
ぎ
土
・

長
日
つ

幾
ら

か
で
も
高
ま

れ
ぱ
と
思
つ
 
た
め
、
水
が
す
ご
い
泣
す
ん
で

た
の
で
あ
る
 

ー
い
る
。
し
か
も
滝

の
北
側

に
済

気
づ
か

わ
れ
た

天
候
も
上
 
水
乙
流
れ
落
ち
る
所
等
あ

り
、
 

●

で
、
 一
行
が
若
山
を
で
た
の
 
設
網
満
点

と
云
う
と
こ
ろ
o
 

が
六
時
半
、
滝
に
つ
い
た

の
が
 
た
y
航
は
滝

つ
ぼ
ま
で
降
り
る

七
時
半
．
滝
の
上

ま
で

は
充
分
 
所
で
、
こ
・
さ
え
着
干
改
修
す

な
道
路
が
あ

る
が
、

滝

つ
ぼ
に
 
れ
ば
申
分
は
な
か
ろ

う
o
 

お
り
る
に
坂
が
急

な
た
め
，

手
 
我
4
一
行
は
こ
の
滝
に
市

長
の
 

・

間
取
つ
た
 
名

を
借
り
て
千
代
の
滝

と
命
名
 


